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相双農林事務所概要図

特記仕様書

１　作成方法について

・　本概要図については原稿を基に文字及びイラスト・図形等の入力を行い作成するものである。概要面についてはレイアウト・配色・イラスト等を含めたデザインを加えて作成する。地図面については背景地図（国土地理院発行５万分の１地形図（10万分の１に縮小加工する））を最新版に入れ替え、更に事務所の事業内容を最新情報に更新して作成するものである。また、印刷後に電子データ（CD-ROM）も併せて納品するものである。
２　背景地図（基図）について

· 背景地図に使用する地図は、国土地理院発行5万分の１地形図（10万分の１に縮小加工する）とし、最新の新刊地形図を用いるものとする。さらに、最新の地形図でも情報が古い場合は、資料修正等により現況修正（道路・河川・土地区画整理等）を施し本件の背景図とする。各地形図は4隅の座標値を基に正規化、接合を行う。さらに、つなぎ合わせによる接続の跡が残らないように調整を行う。また、等高線（主曲線）の間隔を５万分の１図式規定の20ｍ間隔から40ｍ間隔に編集を行う。なお、計曲線は200ｍ間隔とする。

３　測量成果の複製承認申請について

· 受注業者は本件の作成にあたって国土地理院に対し測量法第29条（測量成果の複製）の申請を行い承認を得なければならない。また国土地理院からの承認番号については本成果品に表示しなければならない。
４　主題（加色）について

· 本原稿及び別途指示する資料に基づき修正作業を行う。

５　印刷色
　　地図面　シアン、マゼンタ、イエロー、ブラック　計4色刷
　　概要面　シアン、マゼンタ、イエロー、ブラック　計4色刷
　　合計　　8色刷
６　印刷色電子データについて
・　相双農林事務所概要図を印刷後、地図面の画像データ（300dpi以上）を作成しビューワソフトへ組み込んだ電子データの納品を行う。ビューワソフトはパソコンの画面上において任意の線や面、シンボル、及び文字の書き込みが可能でありそれらの作業結果の表示・印刷を可能とする。また、データ量の多少にかかわらず高レスポンスであること。

さらに、復興関連事業のデータ入力を行いレイヤー化した編集可能データも同時に納品するものとする。データ形式等については担当職員と協議の上納品するものとする。

成果品　　電子データ（ビューワソフト）・・・・・・・・CD-ROM　１枚（事務所内フリーライセンス）

　　　　　　 編集可能データ・・・・・・・・・・・・・・・・・CD-ROM　１枚
※なお、ビューワソフトは下記の機能を有すること。

	①拡大･縮小･移動
	地図画面を拡大・縮小・移動する機能。
縮尺を指定し、地図を任意の縮尺で画面表示する機能。

	②作図機能
	点（シンボル）・線・面の作図及び編集、文字の入力・編集を行う機能。
アンカーポイントの追加・削除を可能とする。

作成した点、線、面は位置座標を付与され、GISソフト上でも運用可能とする。

	③画像挿入機能
	写真画像等を地図上に貼り付ける機能。

	④メタファイル添付機能
	ワード・エクセルで作成した表・文章・グラフを貼り付ける機能。（任意のセル範囲を地図に貼り付けることが出来る機能）

	⑤地図回転機能
	任意の角度に地図を回転させて表示する機能。

	⑥情報付与機能
	作図した図形に文字列・URL・パスを付与する機能。

	⑦計測機能
	２点間距離・多点間連続距離・面積計測を行なう機能

	⑧保存機能
	作成した点・線・面・文字を保存する機能。

	⑨編集機能
	一度作成した点・線・面・文字の修正、削除を行う機能。

	⑩地図印刷機能
	地図画面を印刷する機能、及び地図画面をクリップボードへコピーする機能。


· OSはWindows/7/8/8.1/10/11に対応していること。
· ソフトはコピータイプのものとする。（インストールタイプは基幹システムの安全管理上不可とする）
（コピータイプ：レジストリへの書き込みを行わず、インストーラーを使用せずにディスク上へのコピー操作のみで動作するもの）
· 納入後、ライセンス数の変更及び機能の追加以外は新たな支払い等は発生しないものとする。

· 上記の機能・条件を満たしているソフトであればソフトメーカーは問わない。

· 納品検査時に担当職員に対しビューワソフトの動作確認を行うこと。

